
 

病原性大腸菌（EHEC・O157 含む）の検査 

 

試料検体（糞便） 

   

 

 

 目的菌に応じた培地にて培養 

      （37℃、18～24時間） 

         （30℃・42～48時間）（注1） 

   

 

 

 

 

O157と推定されるソルビッ

ト非分解コロニー（または遅

分解） 

うすいココア色コロニー 

 

 

 

    

 大腸菌(EHEC含)と推定され

るコロニー 

 

 

 

必要に 

応じて 

コロニーから 

血清型別 

凝集反応へ 

 

 

生化学的性状にて大腸菌の確認、 

同時にEHT培地に接種→溶血性の確認 

TSI→＋／＋ 

H２S（－） 

LIM→（＋）or（－）：（＋）：（＋）or（－） 

VP→（－） 

SC→（－） 

 

 

 

 血清型別凝集反応   

  

 

 

腸 管 出 血 性 大 腸 菌                   

 

毒 素 原 性 大 腸 菌                

Vero毒素産生性試験 易熱性ｴﾝﾃﾛﾄｷｼﾝ毒素産生性試験                

 

 該当血清型  該当血清型  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｏ１   Ｏ９１  Ｏ１４８ 

 Ｏ２   Ｏ１０３ Ｏ１５２ 

 Ｏ８   Ｏ１１１ Ｏ１５６ 

 Ｏ２５  Ｏ１１２ Ｏ１５７ 

 Ｏ２６  Ｏ１１９ Ｏ１６１ 

 Ｏ２８  Ｏ１２１ Ｏ１６５ 

 Ｏ４８  Ｏ１２６ Ｏ１６６ 

 Ｏ５５  Ｏ１２７ Ｏ１６９ 

 Ｏ６３  Ｏ１２８ Ｏ１７７ 

 Ｏ７１  Ｏ１３８ Ｏ１７８ 

 Ｏ７４    Ｏ１４５ Ｏ１０４ 

 Ｏ８４    Ｏ１４６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｏ６    Ｏ７８    Ｏ１６７ 

 Ｏ８    Ｏ８５    Ｏ１６９ 

 Ｏ１１  Ｏ１１１  

 Ｏ１５  Ｏ１１５   

 Ｏ２０  Ｏ１２８   

 Ｏ２５  Ｏ１３９   

 Ｏ２７  Ｏ１４８   

 Ｏ２９  Ｏ１４９  

 Ｏ６３  Ｏ１５９  

 Ｏ７３  Ｏ１６６  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ＥＨＴ培地で溶血性のあるもののみ実施            ※ＥＨＴ培地で溶血性に関わらず実施 

 該当血清型は、過去 5 年間の検出状況（国立感染症研究所「病原微生物検出情報」）をもとに記載し

ています。 

 

血清型別で陽性判明時中間報告として結果報告（受付から２営業日後） 

毒素試験の結果を最終報告として結果報告（受付から４営業日後） 

    （注 1）休日・祝日の前日における培養温度と時間 

 



 

赤痢菌の検査 

 

試料検体（糞便） 

 

 

 

 

 

SS寒天培地にて培養 

      （37℃・18～24時間） 

         （30℃・42～48時間）（注1） 

 

 

無色半透明コロニー 

※S.sonneiでは、やや中心部桃色 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

生化学的性状にて赤痢菌の確認 

TSI→－／＋ 

H２S（－） 

LIM→（－）：（－）：（－） 

VP→（－） 

SC→（－） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多価血清による型別凝集反応 

 

            Ａ群：S.dysenteriae 

            Ｂ群：S.flexneri 

            Ｃ群：S.boydii 

            Ｄ群：S.sonnei 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ群多価血清に凝集した場合、型因子と群因子血清との組み合わせにより決定 

Ｄ群多価血清に凝集した場合、Ⅰ相血清、Ⅱ相血清を用いて決定 

※Ａ群、Ｃ群多価血清の凝集については、凝集が見られたものをその型とする。 

 

 

 

 

検体受付から２営業日後には結果報告 

 

    

    （注 1）休日・祝日の前日における培養温度と時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

サルモネラ菌の検査 

 

試料検体（糞便） 

 

 

 

SS寒天培地にて培養 

      （37℃・18～24時間） 

         （30℃・42～48時間）（注1） 

 無色半透明、中心部黒変（H２S）コロニー  

          釣菌し、DHL寒天に分離(注2) 

 SS培地と同様、無色半透明、中心部黒変（H２S）コロニーの確認  

  

 

 

 

 

 

 

生化学的性状にてサルモネラ菌の確認 

TSI→－／＋ 

H２S（＋） 

LIM→（＋）（－）（＋） 

VP→（－） 

SC→（＋）例外：S.Typhi（－） 

 

 

 

 

 

 

 

TSI斜面部を用いて血清型別凝集反応 

 

 

 

 

パラチフス菌 

試料検体（糞便） 

 

 

 

  SS寒天培地（注１）にて培養 

      （37℃・18～24時間） 

          （30℃・42～48時間）（注1） 

 無色半透明コロニー  

          釣菌し、DHL寒天に分離（注2） 

 SS同様無色半透明コロニーの確認  

  

 

 

 

 

 

 

生化学的性状にてパラチフス菌の確認 

TSI→－／＋ 

H２S（－） 

LIM→（－）（－）（＋） 

VP→（－） 

SC→（－） 

 

 

 

 

 

 

                                     

血清型別凝集反応 

 

検体受付から３営業日後には結果報告 

 

   

    （注 1）休日・祝日の前日における培養温度と時間 

   (注 2）十分な単独のコロニーがある場合はこの作業を省略してもよい。 

 

 


